日本沙漠学会2011年度総会
（2011年5月28日(土)，東京農業大学世田谷キャンパス(1号館2階特一教室)）

次　　第

　 　　 開  　会

会長挨拶

　　 議長選出

　　 議  　事
1. 2010年度事業報告・決算報告・会計監査報告

　　　　            2. 2011～2013年度日本沙漠学会役員選出結果
　　　　　　　　　　3. 2011年度事業計画(案)・予算(案)
　　　　　　　　　　4. 細則・内規改定

                    5. 学会賞の審査報告

　　　　　               6. その他
　　　　      閉　  会

１．2010年度事業経過・決算・会計監査報告

(1)2010年度事業報告

　 1)会務報告

　　a.会員

　　　2011年3月31日現在，会員数は以下の通り．

　　　名誉会員 :  4名　　　　　　正会員 　: 344名

　　　学生会員： 52名　　　　　　賛助会員 :   5社
購読会員：  6機関
　　b.会議

　　　(a)日本沙漠学会2010年総会

　　　　 2010年5月29日 GEカレッジホール(いであ本社屋内)において開催した．  

　　　　 総会議事は 「おあしす」No.70(2010年6月)に掲載． 　   　

　　　(b)評議員会(第23回)　

　　　 　2010年4月23日 東京農業大学世田谷キャンパス(1号館411教室)において
開催した．議事録は「おあしす」No.70(2010年6月)に掲載．
　　　(c)理事会

　　　　 2010年度中に理事会を合計6回開催した．

　　　　 第93～94回の議事録は「おあしす」No.70(2010年6月)に,第95回の議事録
は「おあしす」No.71(2010年9月)に,第96回の議事録は「おあしす」
No.72(2010年12月)に各々掲載した．なお，第97～98回の議事録は「お

あしす」No.73(2011年3月)に掲載した．

  　  (d)編集委員会

          沙漠研究Vol.20,NO.1～Vol.20,NO.4を編集し発行した.なお,学会誌ならびに
講演要旨集を本年度からA4版に変更した．
(e)学会賞審査委員会

2010年度の学会賞審査委員会を2010年4月23日に開催した.

   2)刊行物

　　 a.日本沙漠学会誌「沙漠研究」
　　　 Vol.20 No.1(2010年6月),Vol.20 No.2(2010年9月)

　　　 Vol.20 No.3(2010年12月)，Vol.20 No.4(2011年3月)

　 　b.ニューズレター「おあしす」
　　 　No.70(2010年 6月) , No.71(2010年9月）
No.72(2010年12月）, No.73(2011年3月）
　 　c.日本沙漠学会講演要旨集(第21集，第21回学術大会,2010年5月29～30日)

　   d.日本沙漠学会20年の歩み(第20巻特別号Vol.20S,2010年4月)

e.日本沙漠学会創立20周年記念式典　記念講演要旨 (第21回学術大会,2010年

5月29日)

       f.ウェブニューズレターの発行　2010年,1号(4月),2号(5月),3号(9月),
2011年,4号(3月)発行

　 　g.学会ホームページの移転と更新　国立情報科学研究所コンテンツサービス
　　　 の支援を受けて利用していた(期限は2012年3月31日まで可)が、その後に新
たなURLで下記のアドレスに変更し、学会ホームページを運用することとした．
アドレス：http://www.jaals.net/
3)講演会及び研究会等の開催

　　a.第21回学術大会：
2010年5月29日(土)～30日（日），いであ株式会社GEカレッジホールにおいて，一般研究発表（口頭発表17題、ポスター発表11題）を行った．また，29日に学会賞1名の受賞者（学会賞）による記念講演を行った．

b.日本沙漠学会創立20周年記念式典:
　  2010年5月29日(土)，いであ株式会社GEカレッジホールにおいて，日本農
業工学会会長　町田武美氏，社団法人日本気象学会理事長　新野　宏氏を来賓
として20周年記念式典を開催した．式典において，特別顕彰｢功労賞｣を18名
に,感謝状を6社に贈呈した．また,懸賞論文優秀賞5名を表彰した．

また,式典において日本沙漠学会名誉会員である門村　浩氏，吉野正敏氏の2名

による記念講演を行った．
　　c.2010年度夏季シンポジウム：

　　　2010年8月25日(水)東京大学農学部1号館8番教室にて日本学術会議農学委員
　　　会風送大気物質問題分科会との合同主催で｢口蹄疫発生の検証およびその行方
　　　　　　　　と対策｣をテーマに開催した．参加者120名．
　　d.2010年度秋季シンポジウム：

2010年10月16日(土)奈良女子大学にて，「最近50～60年間における農牧業の変容と課題-中央アジアから中国・モンゴルの乾燥・半乾燥地域を例として-」をテーマに秋季シンポジウムを開催した(共催)．
e.2010年度春季シンポジウム：
 2011年3月22日（火）筑波大学総合研究棟A110号室にて,「口蹄疫および鳥イン
フルエンザ発生の状況把握とその行方」をテーマに春季シンポジウムを開催する

予定であったが、東日本大震災のため2011年6月8日に延期し,夏季シンポジウムとして開催予定。(日本学術会議農学委員会 農業生産環境工学分科会・地域総合農学分科会シンポジウムとの合同主催予定) 

　　f.沙漠工学分科会講演会（第25回）：2010年9月22日に東京農業大学内にて開催
した.参加者45名
    g.乾燥地農学分科会講演会(第18回)：2010年11月24日に独立行政法人国際協力機構JICA研究所国際会議場にて開催した．参加者22名
h.沙漠誌分科会講演会: 2010年10月16日(土)に奈良女子大学記念館にて開催し
た(秋季シンポジウム･共催). 参加者25名
i.風送ダスト研究会講演会：201
1年3月28～29日に気象庁気象研究所にてダス

  ト研究会を開催予定であったが東日本大震災のため，中止した．

j.その他

・公開シンポジウム:

　｢地球温暖化の農業・地域への影響と適応策｣をテーマに、日本学術会議農学委
員会農業生産環境工学分科会ならびに環境省地球環境研究会主催. 2011年1月
21日(金)九州大学国際ホール(箱崎キャンパス)にて開催.参加者120名.
・第10回中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウムの開催を後援
　　　2011年2月23日　千葉大学環境リモートセンシング研究センター．
4)分科会等の活動

　　a.沙漠工学分科会：（2011年3月31日現在，登録者数：211名）

　　  会長：高橋　　悟（東京農業大学）

　　　幹事：鈴木　伸治（東京農業大学）

　　　連絡先（事務局）：〒156-0054　世田谷区桜丘1-1-1

　　　　　　　　　　　　東京農業大学　地域環境科学部　生産環境工学科

　　　　　　　　　　　　Tel: 03-5477-2333,　Fax:03-5477-2620

活動実績：第25回分科会の講演会を2010年9月22日に東京農業大学世田谷キャンパスで開催．講演会のテーマは「乾燥・半乾燥地における水資源の確保と利用」と題し，大阪大学レーザーエネルギー学研究センター實野孝久氏より「太陽熱を利用した減圧蒸留法による海水淡水化装置」，NTCインターナショナル(株)の岩本彰氏より「コンゴ民主共和国の水資源と復興支援」，東京農業大学の高橋悟氏より「水利用からみたアフリカ天水農業の改善と展開」の講演を開催．参加者45名．
b.乾燥地農学分科会：（2011年3月31日現在，登録者数：235名）
　　　会  長：的場 泰信
　　　連絡先（事務局）：〒010-0195　秋田市下新城中野字街道端西241-438

　　　　　　　　　　　　秋田県立大学・生物資源科学部・生物環境科学科気付
　　　　　　　　　　　　石川　祐一　　Tel: 018-872-1620 FAX:018-872-1677

                   　　　　　　　　　 E-mail：yu_ishikawa@akita-pu.ac.jp

活動実績：「講演・国際交流等」，「会報」，「情報・出版」，「研究開発」などのワーキンググル‐プに分かれて調査，研究，実践活動を実施．2010年11月24日 に第19回講演会「乾燥地のアグリ・エコ・ビジネス」(話題提供者：千葉大学丸尾達氏「乾燥地における完全人工光型・太陽光利用型植物工場を利用した栽培システムの可能性」，嶋村茂治氏「植物工場の実用化モデル」，礒田博子氏「乾燥地生物資源の機能性と多様性」，入江光輝氏「バイオ燃料事業の実施上の課題～事業採算性と二酸化炭素排出削減に関するレビュー～」，角井修氏「無被覆地帯の修復とバイオマス資源ビジネス」)を開催し，22名の参加者を得た．分科会機関紙「CADALニュース」第56号を4月1日付けで発行し，223部を分科会会員ならびに講演会参加者に配布した．分科会の活動状況をさらに広く情宣するための情報発信として，分科会ホームページをECIネットに登録し，シンポジウムなどの案内をホームページに掲載している．また，メーリングリストを開設・運用している．関連する講演会・シンポジウムの開催および参加者の情報提供等に利用されている．
　　c.沙漠誌分科会　：（2011年3月31日現在，登録者数：155名）
　　　会  長：牛木 久雄 (元国際協力機構国際協力専門員）

　　　連絡先(事務局)：〒630-8506　奈良市北魚屋西町
　　　　　　　　　　　奈良女子大学文学部人文社会学科（地域環境学コース）
                      相馬秀廣　Tel・Fax:0742-20-3324 

e-mail：hsohma@cc.nara-wu.ac.jp
活動実績:主催：日本沙漠学会・同沙漠誌分科会，共催：奈良女子大学共生科学
研究センター，後援：日本第四紀学会により，2010年10月16日(土) 奈良女子
大学にて，「最近50～60年間における農牧業の変容と課題－中央アジアから中
国・モンゴルの乾燥・半乾燥地域を例として－」のシンポジウムを開催した．発
表者とタイトルは次の通り．渡邊三津子：カザフスタン共和国アルマトゥ州にお
けるポスト社会主義時代の農牧業，古澤文：中国タリム盆地オアシスにおける温
室栽培の現状および課題の模索―カシュガル市を事例に―， 中村知子：中国に
おける農業の市場経済化とその影響－甘粛省黒河流域地域を例に－，小宮山　
博：モンゴル国農牧業の激動の半世紀とその将来展望．参加者は約25名であっ
たが，非会員の参加者を含めて活発な議論が展開された．
ｄ.風送ダスト研究会
：（2010年3月31日現在、会員数：約40名）

会長

：三上　正男（気象庁気象研究所）



 連絡先（事務局）：〒305-0052　茨城県つくば市長峰1-1
　　　　　　　  気象庁気象研究所　環境・応用気象研究部

             　
 
TEL:029-853-8613   FAX:029-855-7240
活動実績：201
1年3月28～29日に気象庁気象研究所にて風送ダスト研究会を開
催する予定であったが、東日本大震災のためにやむなく開催を中止した．

  5)20周年記念事業

　　 a.日本沙漠学会第21回学術大会(20周年記念大会)を開催した．
b.日本沙漠学会創立20周年記念式典を開催した．
　　 c. 第1回国際沙漠会議(ICAL1 : The International Conference on Arid Land , 

2011年5月開催)の準備．
6)国内外の研究者・関係機関との交流及び協力

　　 a. 日本地球惑星科学連合への協力・活動．
b. 日本学術会議農学委員会への協力・活動．
　 　c. 地球環境科学関連学会協議会への協力・活動．
     d. 中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウムへの後援．
　   e. 風に関するシンポジウムの共催
[image: image1.emf]
[image: image2.emf]
２. 2011～2013年度日本沙漠学会役員選出結果

2011～2013年度日本沙漠学会役員(案)

会　　長　　　　　　　豊田裕道
副 会 長　　　　　　　小島紀徳　長島秀樹
監　  事　　　　　　　安部征雄　渡邉文雄

名誉会員  　　　　　　吉野正敏　門村　浩　片倉もとこ　都留信也

理　　事(総務担当)    高橋新平　田島　淳

　　　  (財務担当)    矢沢勇樹　白石雅美
        (編集担当)    中村　徹　森尾貴広
        (企画担当)　　牛木久雄　川端良子
        (学会賞担当)  相馬秀廣　吉川　賢
評議員 　安部征雄　　石川祐一　　石山　隆　　 礒田博子　　牛木久雄

　　　　 川端良子　　北村義信　　小島紀徳　　 酒井裕司　　篠田　裕
　　　　 白石雅美　　鈴木　潤　　相馬秀廣　　 高橋　悟　　高橋新平

　　　　 田島　淳　　豊田裕道　　長島秀樹　　 中村　徹　　縄田浩志

　　　 　西牧隆壯　　西村　拓　　平田昌弘　　 真木太一　　松本　聰
　　　　 森尾貴広　　矢沢勇樹　　山田パリーダ 吉川　賢　　渡邉文雄
委員会
　総務委員会(※1委員長)
　　　　 高橋新平※1　  田島　淳　　鈴木伸治　　島田沢彦
　財務委員会(※1委員長)
         矢沢勇樹※1　白石雅美　　篠田　裕
　編集委員会(※1委員長　※2副委員長　※3編集事務局)
　　　　 中村　徹※1　森尾貴広※2  安部征雄　　小島紀徳　　石川祐一　　石山　隆

　　　　 礒田博子　　梅村　坦   北村義信　　周　建中　　白石雅美　　相馬秀廣

　　　　 高橋新平　　杜　明遠　 豊田裕道    長島秀樹　　中村　徹　　縄田浩志

西崎　泰    平田昌弘　 山田パリーダ 吉川　賢   菅沼秀樹※3
　企画委員会(※1委員長)
　　　　 牛木久雄※1  川端良子　　西牧隆壯
　学会賞審査委員会(※1委員長　※2幹事)
　　　　 相馬秀廣※1  吉川　賢　　鈴木　潤　　高橋新平※2
３.　2011年度事業計画及び予算案
(1)事業計画(案)
  1)会務

  　a.会員

　　　2011年4月1日現在，会員数は以下の通り
      名誉会員:   4名　　　　　正会員　： 318名

　　　学生会員： 46名　　　　　賛助会員：   5社 
購読会員：  6機関
    b.会議

(a) 日本沙漠学会2011年度総会，2011年5月28日
東京農業大学世田谷キャンパス(1号館2階)にて開催．
(b) 理事会　2011年4月21日（第99回）他4回開催．
(c) 評議員会(第24回)，2011年4月21日東京農業大学世田谷キャンパスにて開催．
(d) 総務委員会　適宜開催する

(e) 財務委員会　適宜開催する

    (f)編集委員会　適宜開催する

(g)企画委員会　適宜開催する

    (h)学会賞審査委員会　適宜開催する

　2)刊行物

　　a.日本沙漠学会誌「沙漠研究」Vol.21 No.1（2011年6月）,No.2（2011年9月）

　　　 No.3（2011年12月），No.4（2012年3月）

　　b.ニューズレター「おあしす」No.74（2011年6月）,No.75（2011年9月）,

　　　 No.76（2011年12月），No.77（2012年3月）
　　c.日本沙漠学会講演要旨集（第22集）．
    d.ウェブニューズレターの適宜発行．
e.日本沙漠学会ホームページの適宜更新，入会案内の更新．
　3)講演会の開催

　　a.第22回学術大会 2011年5月28日(土)～5月29日(日) 
東京農業大学にて開催予定(総会・記念講演会・研究発表会など)．
    b.秋季シンポジウム開催予定2011年10月8日(成蹊大学)
c.沙漠工学分科会講演会
          (1) 2011年11月に第26回講演会を開催予定．

　　d.乾燥地農学分科会講演会
(1)2011年11月に第20回講演会を開催予定．
e.沙漠誌分科会講演会
(1) 第1回国際沙漠会議（第10回国際沙漠技術会議）・日本沙漠学会第22回学術大会における「初代会長小堀巌先生のメモリアルセッション（仮称）」に積極的に関与する．
(2)日本地理学会乾燥域半乾燥域研究グループとの共同を含めて，研究会を1～2
回実施する．

f.風送ダスト研究会講演会
以下のテーマに関する研究会を開催予定（１～２回程度）．
(1)ダスト−気候系に関する研究のレビューと最新の研究成果の紹介．
g. 2011年公開シンポジウム 2011年6月8日 筑波大学総合研究棟｢A｣110教室に
て開催予定
h. その他 適宜ミニシンポジウムを開催．
  4)分科会等の活動

　　a.沙漠工学分科会          

　　　　　(1)2011年11月に第26回講演会を開催予定．

             (2)見学会，研究会などの新規行事の検討を行う．

b.乾燥地農学分科会

(1)2011年10月23日日本沙漠学会秋季シンポジウムを開催予定．
(2)分科会機関誌「ＣＡＤＡＬニュース」を発行予定．
(3)ホームページの情報更新を行なう予定．
(4)メーリングリストにおける情報交換をさらに拡充する予定．
(5)その他，分科会会員の要望を集約し，新たな体制強化を図る．









c.沙漠誌分科会
　　　　(1) 第1回国際沙漠会議（第10回国際沙漠技術会議）・日本沙漠学会第22回学

術大会における「初代会長小堀巌先生のメモリアルセッション（仮称）」に積

極的に関与する．
(2)日本地理学会乾燥域半乾燥域研究グループとの共同を含めて，研究会を1

～2回実施する．

(3)メーリングリストを活用し，情報交換，会員の要望集約などを積極的に図

る．

d.風送ダスト研究会
以下のテーマに関する研究会を開催予定（１～２回程度）．
(1)ダスト−気候系に関する研究のレビューと最新の研究成果の紹介．
5) 20周年記念事業

　　 ・第1回国際沙漠会議(ICAL1 : The International Conference on Arid Land , 

2011年5月開催)の開催．
6)国内外の研究者・関係機関との交流および協力

　　a. 日本地球惑星科学連合における活動協力．
　　b. 日本学術会議農学委員会における活動への協力．
　　c. 地球環境科学関連学会協議会における活動への協力．
　　d. その他 国内外の講演会等への参加をはじめとして研究者・関係機関との交流と積極的協力．
 7)その他本会の目的達成のための事業

　  a.必要な事業を随時開催予定．
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4. 細則・内規改定

日本沙漠学会　細則および内規　改正前後対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　  

今回の改正点は，（新）「改正後」のアンダーラインで示した部分である．

	改正前（現行）
	（新）改正後

	日本沙漠学会　細則

第1章　総会

第1 条　総会は日本沙漠学会の最高決議機関である．
第2 条　通常総会は年一回会長の招集により開催する． 
第3 条　会長が必要と認めた時，または正会員の1/4以上の署名のある場合は臨時総会を開催する．

第4 条　総会は正会員の1/3以上の参加をもって成立する．ただし，委任状を含む．
第5 条　通常総会は事業計画･報告，予算案・会計報告，会則の改廃，その他重要な会務を審議し決定する．また，委託研究費の執行結果，細則の改廃，役員改選の報告を受け，これを承認する．
第6 条  総会の決議は出席者の過半数をもって決定する．承認も同様とする．
第2章　役員選挙
第 7 条　役員の改選に当たっては選挙管理委員会を設置する．
第8 条　選挙管理委員は会長が正会員の中から5名を指名する．
第 9 条　選挙管理委員長は委員の中から互選する．
第10条　選挙管理委員会は選挙に関する一切の業務を執行する．
第11条　選挙の方法については，内規に定める．
第12条　選挙管理委員会は新役員を総会において報告･承認の後に解散する．
第3章　会計･経理
第13条　会の運営は会費･寄付･公的補助金･事業収入等をもってこれに当てる．
第14条　会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする．
第15条　会計の執行に関しては理事会において別途定める．

第16条  委託研究費の目的が明確な費用については，理事会の決定に基づき執行し，結果について総会に報告する．なお，その10％を本会会計に繰り入れる．

第4章　会費

第17条　2年間以上会費を滞納した会員は会員としての権利を失う．
第18条　会費の切れた会員に対しては，期限の切れた時点で督促状を発送し，会報･学会誌の発送を停止する．3年間以上会費を滞納した会員は退会したものとみなすことがある．
第5章　会務分担
第19条　理事の主たる会務分担は下記のとおりとする．
総務


（1）会務全般の掌握･進行・整理に関する事項
（2）総会に関する事項

（3）評議員会・理事会の開催に関する事項

（4）国内外の関連学協会との連絡･交流に関する事項

（5）研究助成等に関する事項

財務

（1）一般会計処理に関する事項

（2）財政強化に関する事項

企画

（1）年会，シンポジウムに関する事項

（2）上記以外の学会の主催あるいは関与する集会，研究活動，事業の企画運営に関する事項

（3）分科会に関する事項

（4）一般社会に対する普及活動の企画･運営に関する事項

編集

　（1）学会誌･会報･その他の出版物の編集･刊行に関する事項

学会賞

（1）学会賞の選考に関する事項

第20条　会務分担を遂行するため会務委員会をおくことができる．会務委員会は会長より委嘱された正会員をもって構成する．また，会長は会務の相談にあずかる顧問を委嘱できる．
第6章　会務に関する会合

第21条　評議員会は会長が招集する．
第22条　評議員会は定数の1/3をもって成立する．ただし，委任状をもって出席に代えることができる．その決議は出席者の過半数をもって行う．
第23条　理事会はこれを会長が必要を認めたときに招集する．
第7章　会員･入会･退会
第24条　本会に入会を希望する個人または団体は，その年の会費を添えて入会申込書を学会に提出し，理事会の承認を得なければならない．
第25条　日本国外に連絡先を有する会員を海外会員とし，海外会員は別途通信費を負担する．
第26条　本会を退会しようとする者は書面などにて理事会に申し出なければならない．
第27条　会の名誉を著しく傷つけた者，また会の運営に著しい支障をきたした者は評議員会の決議を経て総会の決議にもとづいて退会させることができる．
第8章　分科会

第28条　本会は，本会の目的に添って個別分野の活動を強化するため，理事会の決議を経て必要な分科会を置くことができる．
第29条　分科会には，分科会の業務を円滑に運営するため，コーディネーター若干名を置く．
第30条　分科会の経費は，本会よりの交付金および委託研究費をもってこれにあてる．ただし，交付金の額は理事会で決める．
第31条　分科会は，予算案を理事会に提出し，適正に執行する．

第9章　細則の改廃

第32条　この細則の変更には評議員会の同意を要する．
第33条　本会は事務局を東京農業大学世田谷キャンパス内におく．
付則

（1）本細則は1991年5月より発効する．（1991年5月18日制定）

（2）本細則は1995年5月より発効する．（1995年5月　17日第34条，35条の改正）

（3）本細則は1996年4月1日より発効する．（1996年5月21日第17条の改正）

（4）本細則は1997年4月1日より発効する．（1997年5月31日第7,12,17,21条の改正）

（5）本細則は1998年4月1日より発効する．（1998年5月15日第4,35条の改正）

（6）本細則は2002年7月19日より発効する．（2002年7月19日第17条の改正）

（7）本細則は2003年5月10日より発効する．（2003年5月10日第2,3,4,5,6,11,15,17,18,20,22,24,26,27,28,29,30条の改正）

（8）本細則は2006年5月27日より発効する．（2006年5月27日第16,17,20,21,26,27,28,30,32,33,35条の改正）
(9) 本細則は2007年5月19日より発効する．（2007年5月19日第11条の改正）


	日本沙漠学会　細則

第1章　総会

第1 条　総会は日本沙漠学会の最高決議機関である．
第2 条　通常総会は年一回会長の招集により開催する． 
第3 条　会長が必要と認めた時，または正会員の1/4以上の署名のある場合は臨時総会を開催する．

第4 条　総会は正会員の1/3以上の参加をもって成立する．ただし，委任状を含む．
第5 条　通常総会は事業計画･報告，予算案・会計報告，会則の改廃，その他重要な会務を審議し決定する．また，委託研究費の執行結果，細則の改廃，役員改選の報告を受け，これを承認する．
第6 条  総会の決議は出席者の過半数をもって決定する．承認も同様とする．
第2章　役員選挙
第 7 条　役員の改選に当たっては選挙管理委員会を設置する．
第8 条　選挙管理委員は会長が正会員の中から5名を指名する．
第 9 条　選挙管理委員長は委員の中から互選する．
第10条　選挙管理委員会は選挙に関する一切の業務を執行する．
第11条　選挙の方法については，内規に定める． 
第12条　選挙管理委員会は新役員を総会において報告･承認の後に解散する．
第3章　会計･経理
第13条　会の運営は会費･寄付･公的補助金･事業収入等をもってこれに当てる．
第14条　会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする．
第15条　会計の執行に関しては理事会において別途定める．

第16条  委託研究費の目的が明確な費用については，理事会の決定に基づき執行し，結果について総会に報告する．なお，その10％を本会会計に繰り入れる．

第4章　会費

第17条　2年間以上会費を滞納した会員は会員としての権利を失う．
第18条　会費の切れた会員に対しては，期限の切れた時点で督促状を発送し，会報･学会誌の発送を停止する．3年間以上会費を滞納した会員は退会したものとみなすことがある．
第5章　会務分担
第19条　理事の主たる会務分担は下記のとおりとする．
総務


（1）会務全般の掌握･進行・整理に関する事項

（2）総会に関する事項

（3）評議員会・理事会の開催に関する事項

（4）国内外の関連学協会との連絡･交流に関する事項

（5）研究助成等に関する事項

財務

（1）一般会計処理に関する事項

（2）財政強化に関する事項

企画

（1）年会，シンポジウムに関する事項

（2）上記以外の学会の主催あるいは関与する集会，研究活動，事業の企画運営に関する事項

（3）分科会に関する事項

（4）一般社会に対する普及活動の企画･運営に関する事項

編集

　（1）学会誌･会報･その他の出版物の編集･刊行に関する事項

学会賞

（1）学会賞の選考に関する事項

第20条　会務分担を遂行するため会務委員会をおくことができる．会務委員会は会長より委嘱された正会員をもって構成する．また，会長は会務の相談にあずかる顧問を委嘱できる．

第6章　会務に関する会合

第21条　評議員会は会長が招集する．
第22条　評議員会は定数の1/3をもって成立する．ただし，委任状をもって出席に代えることができる．その決議は出席者の過半数をもって行う．
第23条　理事会はこれを会長が必要を認めたときに招集する．
第7章　会員･入会･退会
第24条　本会に入会を希望する個人または団体は，その年の会費を添えて入会申込書を学会に提出し，理事会の承認を得なければならない．
第25条　日本国外に連絡先を有する会員を海外会員とし，海外会員は別途通信費を負担する．
第26条　本会を退会しようとする者は書面などにて理事会に申し出なければならない．
第27条　会の名誉を著しく傷つけた者，また会の運営に著しい支障をきたした者は評議員会の決議を経て総会の決議にもとづいて退会させることができる．
第8章　分科会

第28条　本会は，本会の目的に添って個別分野の活動を強化するため，理事会の決議を経て必要な分科会を置くことができる．
第29条　分科会には，分科会の業務を円滑に運営するため，コーディネーター若干名を置く．
第30条　分科会の経費は，本会よりの交付金および委託研究費をもってこれにあてる．ただし，交付金の額は理事会で決める．
第31条　分科会は，予算案を理事会に提出し，適正に執行する．

第9章　学会賞

第32条　本会は，日本沙漠学会学会賞，日本沙漠学会学術論文賞，日本沙漠学会進歩賞，日本沙漠学会奨励賞，特別顕彰（功績賞，功労賞，感謝状）および学術大会ベストポスター賞の表彰を行う. 各賞（ポスター賞を除く）の受賞候補者の推薦は，『おあしす』で会告する.なお，各賞の表彰規程等は，内規に定める. 

第10章　細則の改廃

第33条　この細則の変更には評議員会の同意を要する．
第34条　本会は事務局を東京農業大学世田谷キャンパス内におく．
付則

（1）本細則は1991年5月より発効する．（1991年5月18日制定）

（2）本細則は1995年5月より発効する．（1995年5月　17日第34条，35条の改正）

（3）本細則は1996年4月1日より発効する．（1996年5月21日第17条の改正）

（4）本細則は1997年4月1日より発効する．（1997年5月31日第7,12,17,21条の改正）

（5）本細則は1998年4月1日より発効する．（1998年5月15日第4,35条の改正）

（6）本細則は2002年7月19日より発効する．（2002年7月19日第17条の改正）

（7）本細則は2003年5月10日より発効する．（2003年5月10日第2,3,4,5,6,11,15,17,18,20,22,24,26,27,28,29,30条の改正）

（8）本細則は2006年5月27日より発効する．（2006年5月27日第16,17,20,21,26,27,28,30,32,33,35条の改正）
(9) 本細則は2007年5月19日より発効する．（2007年5月19日第11条の改正）

(10)本細則は2011年4月21日より発効する.（2011年4月21日学会賞に関する細則追加、第9章，第32条の改正）



日本沙漠学会内規　改正前後対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　改正点は，細則の場合と同じ

	改正前
	改正後

	第1条　評議員選挙に関する内規

（1）選挙は国内に連絡先を有する正会員，名誉会員により行われる．
(2) 選挙にあたっては，正会員，名誉会員から事前に現評議員以外の候補者の推薦を受ける．10名以上の正会員，名誉会員からの推薦があった被推薦者の内，推薦者の多い被推薦者から順に5名（なお，5位に相当する者が複数の場合は会員歴のより古い者を，また会員歴が同一であった場合には年齢の高い者を候補者とする．以上によっても同一の場合には，くじ引きで候補者を決める．）以内を現評議員に加えて候補者（35名以内）とする．

（3）開票は正会員，名誉会員の立ち合いを認め，上位より25名を当選とする．

なお，25位に相当する者が複数の場合は会員歴のより古いものを，また会員歴が同一であった場合には年齢の高いものを当選とする．以上によっても同一の場合には，くじ引きで当選者を決める．
　　 （4）選挙事務の手順については，理事会が別途定める．
第2条　名誉会員に関する内規

　　名誉会員推薦の基準は，会長，副会長経験者など役員を通算10年以上勤めた満65才以上の者とする．

　　　　

第3条　団体会員に関する内規

（1）団体に所属する個人5名まで登録できる．

（2）学会誌・ニユーズレターは，発行のつど登録人数分が登録先に一括配布される．

（3）学術大会等学会行事に正会員と同様に出席することができ，参加費は正会員と同等とする．

（4）学会誌に無料で広告を掲載することができる．１口につき年１回無料とし，2回目以降は35,000円とする．完全版下を提出するものとし，学会にて版下を製作する場合は，実費を会員が負担する．

（5）学会誌の巻末に，団体会員リスト（団体名・所在地・電話・FAX等）を掲載する．

（6） 団体会員の会費は，本部会計に帰属する．

第4条　賛助会員に関する内規

（1）学会誌・ニユーズレターは，発行のつど5部が配布される．

（2）代表者5名までが，学術大会等学会行事に正会員と同様に出席することができ，参加費は正会員と同等とする．

（3）学会誌に無料で広告を掲載することができる．１口につき年1回無料とし，2回目以降は35,000円とする．完全版下を提出するものとし，学会にて版下を製作する場合は，実費を会員が負担する．

（4） 学会誌の巻末に，賛助会員リスト（会員名・所在地・電話・FAX等）を掲載する．

（5） 賛助会員の会費は，その70%が会員の指定する分科会に配分される．
付則

(1)本内規は1991年5月より発効する．（1991年5月18日制定）

(2) 本内規は2003年5月10日より発効する．（2003年5月10日改正，団体会員に関する内規および賛助会員に関する内規の追加）
(3)本内規は2006年5月27日より発効する．（2006年5月27日第1,2,3,4条の改正）
(4) 本内規は2007年5月19日より発効する．（2007年5月19日第1,2条の改正）

























	第1条　評議員選挙に関する内規

（1）選挙は国内に連絡先を有する正会員，名誉会員により行われる．
(2) 選挙にあたっては，正会員，名誉会員から事前に現評議員以外の候補者の推薦を受ける．10名以上の正会員，名誉会員からの推薦があった被推薦者の内，推薦者の多い被推薦者から順に5名（なお，5位に相当する者が複数の場合は会員歴のより古い者を，また会員歴が同一であった場合には年齢の高い者を候補者とする．以上によっても同一の場合には，くじ引きで候補者を決める．）以内を現評議員に加えて候補者（35名以内）とする．

（3）開票は正会員，名誉会員の立ち合いを認め，上位より25名を当選とする．

なお，25位に相当する者が複数の場合は会員歴のより古いものを，また会員歴が同一であった場合には年齢の高いものを当選とする．以上によっても同一の場合には，くじ引きで当選者を決める．
　　 （4）選挙事務の手順については，理事会が別途定める．
第2条　名誉会員に関する内規

　　名誉会員推薦の基準は，会長，副会長経験者など役員を通算10年以上勤めた満65才以上の者とする．

　　　　

第3条　団体会員に関する内規

（1）団体に所属する個人5名まで登録できる．

（2）学会誌・ニユーズレターは，発行のつど登録人数分が登録先に一括配布される．

（3）学術大会等学会行事に正会員と同様に出席することができ，参加費は正会員と同等とする．

（4）学会誌に無料で広告を掲載することができる．１口につき年１回無料とし，2回目以降は35,000円とする．完全版下を提出するものとし，学会にて版下を製作する場合は，実費を会員が負担する．

（5）学会誌の巻末に，団体会員リスト（団体名・所在地・電話・FAX等）を掲載する．

（6） 団体会員の会費は，本部会計に帰属する．

第4条　賛助会員に関する内規

（1）学会誌・ニユーズレターは，発行のつど5部が配布される．

（2）代表者5名までが，学術大会等学会行事に正会員と同様に出席することができ，参加費は正会員と同等とする．

（3）学会誌に無料で広告を掲載することができる．１口につき年1回無料とし，2回目以降は35,000円とする．完全版下を提出するものとし，学会にて版下を製作する場合は，実費を会員が負担する．

（4） 学会誌の巻末に，賛助会員リスト（会員名・所在地・電話・FAX等）を掲載する．

（5） 賛助会員の会費は，その70%が会員の指定する分科会に配分される．
第5条　日本沙漠学会学会賞，学術論文賞，進歩賞および奨励賞に関する内規

(1) 日本沙漠学会学会賞は，本学会において学術かつ事業活動に顕著な業績を挙げた会員に授与する.　

(2) 日本沙漠学会学術論文賞は，「沙漠研究」に掲載された論文により乾燥・半乾燥地に関する学術上の顕著な業績を挙げた会員に授与する.

(3) 日本沙漠学会進歩賞は，乾燥・半乾燥地に関する技術的，実践的な業績を挙げた会員または会員を含む団体に授与する.

(4) 日本沙漠学会奨励賞は，乾燥・半乾燥地に関する萌芽的研究業績を挙げた会員に授与する．この場合の受賞者は，原則として，当該年度において35歳以下の会員とする. なお，35歳を超えた会員を奨励賞に推薦する場合には，その理由書を添付する．

(5) 選考は，学会賞審査委員会（以下，審査委員会という）が行い，理事会の承認を経て，学術大会中に授与する.

(6) 授賞は，原則として各賞について当該年度１件とする.

(7) 受賞者に対しては，賞状を授与する.

(8) 受賞候補者の推薦者は，候補者の業績および推薦書を推薦期限までに審査委員会（幹事）宛に郵送してなければならない. 推薦者の資格は会員とし，「自薦」は含まない.なお，審査委員会の求めに応じて必要な資料を提出しなければならない.

(9) 受賞候補者の関係者（論文共著者，指導教員など）に審査委員が含まれている場合は，審査の公正性・独立性の面からその審査委員にはなれない．なお、代替の委員は副会長もしくは理事から選ぶ．

第6条　特別顕彰に関する内規

(1) 日本沙漠学会は，本学会の学術あるいは運営・活動・発展に貢献した会員，個人，団体等に対して，以下の特別顕彰（以下，顕彰）を行う．

・功績賞：顕著な学術的功績を挙げた会員．

・功労賞：原則15年以上の正会員歴を有する65歳以上の正会員で，長年に渡り本学会に功労した会員．

・感謝状：本学会の運営・活動･発展に貢献した個人，団体等．

(2) 上記の顕彰は学会賞審査委員会（以下，審査委員会）においてその選考を行う．

(3) 審査委員会は顕彰候補者を選び，選考理由を付して会長に報告する．

(4) 審査委員が候補者に含まれていた場合には，審査委員から外れるものとする.その場合，副会長もしくは理事から1名を臨時審査委員として補充し，改めて選考を行う．

(5) 会長は，審査委員会が選考した候補者について，理事会にて承認された場合，顕彰者として本人に文書で通知をする．

(6) 授賞式は総会または総会終了後に行う．顕彰者には賞状等を授与する．

第7条　学術大会ベストポスター賞に関する内規

(1) 本学会は，若手研究者の育成と本学会入会への動機づけのために，学術大会で優秀なポスター発表を行った若手会員に日本沙漠学会学術大会ベストポスター賞を会長名で授与する．

(2) 受賞候補者は，原則として，当該年度において満35歳以下の発表者とし学部生，大学院生と大学院修了・中退後3年未満の者などとする．なお，受賞候補者は，会員で，かつポスターの説明者とし，第一著者でなくてもよい．さらに，当該年度において36歳以上の会員が受賞候補者としての選考を希望する場合には，その理由書を学会賞審査委員会（以下，審査委員会）（幹事）宛に郵送してなければならない．

(3) 対象分野　

本賞の対象分野賞は理系，複合系からそれぞれ1件を選出する．選考対象の発表がない場合は該当なしとする。なお，受賞候補該当者は，発表申込時に，どの系での審査を希望するか明記することとする．

(4) 審査方法　

・学会賞審査委員会から委嘱された採点者が行う。

・採点者は，学会に参加した理事会メンバー，評議員，編集委員，大会実行委員などから10名程度とする．ただし，共著者などは当該発表の採点に加わることはできない．

・採点者は，以下の2項目について，それぞれ6段階評価（０～5点）で採点し，その合計点（満点10点）をもって最終的な採点者の評価とする．

a. 研究内容（目的・意義，研究方法，結果・考察，成果，発展性など）

b. ポスター表現とポスターを用いての説明技術，熱意など

・採点者は，ポスター発表のコアタイム終了の10分前までに審査を終了し，採点用紙を学会賞審査委員会へ提出する．

・審査結果の集計は学会賞審査委員会が実施し，提出された採点者の平均評価値が最も高いものを受賞者とする．なお，同点の場合は研究歴の少ない者を選ぶ（学部生が一番下位である）．

(5) 審査結果　審査結果の発表は，原則として大会中に行う．

(6) 表彰授与　賞状は後日，受賞者へ郵送する．

付則

(1)本内規は1991年5月より発効する．（1991年5月18日制定）

(2) 本内規は2003年5月10日より発効する．（2003年5月10日改正，団体会員に関する内規および賛助会員に関する内規の追加）
(3)本内規は2006年5月27日より発効する．（2006年5月27日第1,2,3,4条の改正）
(4) 本内規は2007年5月19日より発効する．（2007年5月19日第1,2条の改正）

(5)本内規は2011年4月21日より発効する．（2011年4月21日改正，日本沙漠学会学会賞，学術論文賞，進歩賞および奨励賞，特別顕彰および学術大会ベストポスター賞に関する内規の追加）



5. 学会賞の審査報告

　平成22年度　日本沙漠学会　奨励賞

氏　名： 齋藤　忠臣　会員（所属:鳥取大学）
テーマ：「乾燥地における表面流出水捕集と土壌侵食防止に関する研究」
6. その他

	学 会 事 務 局


日本沙漠学会事務局は，下記の機関において役割分担しています。用件の内容に応じて担当にご連絡下さい。

【日本沙漠学会総務担当】

　　〒156-8502  東京都世田谷区桜丘1-1-1 
    高橋新平：東京農業大学地域環境科学部造園科学科造園地被学研究室
Tel：03-5477-2424  Fax: 03-5477-2625    E-mail: shinpei@nodai.ac.jp
　　田島　淳：東京農業大学地域環境科学部生産環境工学科農業ロボット工学研究室

    　　     

Tel：03-5477-2346　Fax：03-5477-2620 　E-mail: tajima@nodai.ac.jp
【日本沙漠学会財務担当】

　　〒275-0016 千葉県習志野市津田沼2-17-1
矢沢 勇樹 :千葉工業大学津田沼キャンパス 工学部生命環境科学科
Tel：047-478-0409  E-mail：yuuki.yazawa@it-chiba.ac.jp
    〒176-0013 東京都練馬区豊玉中2-28-21
　　白石雅美 : Tel：03-3994-3257 

Fax：03-3994-3594
E-mail：shira‐am.m@kxf.biglobe.ne.jp
【日本沙漠学会編集委員会】
〒305-8572 茨城県つくば市天王台1-1-1
中村　徹 :筑波大学生命環境科学研究科国際地縁技術開発科学専攻
森林生態環境学研究室  Tel: 029-853-4629  Fax: 029-853-4629
E-mail:torunkmr@sakura.cc.tsukuba.ac.jp
〒305-8572茨城県つくば市天王台1-1-1 

森尾貴広 :筑波大学北アフリカ研究センター

Tel:029-853-6519  Fax:029-853-5776  E-mail:morio.takahiro.fu@u.tsukuba.ac.jp
　　編集事務局：

　　　〒180-8633武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
　　　　菅沼秀樹：成蹊大学理工学部物質生命理工学科内
　　　　Tel/Fax：0422-37-3750/ 0422-37-3871
　　　　E-mail: jals.editorial@gmail.com
※　学会誌｢沙漠研究｣，ニューズレター｢おあしす｣への投稿

メール完全版はファイル（容量1.5M以下,分割送付可）を上記宛編集委員長へ,およびハードコピー1部を総務担当へ送付.不完全版の場合はtext部分のみ添付し編集委員長へ,およびハードコピー3部を上記総務担当へ送付.
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